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【文責:校長】 

令和６年８月３０日発行 

＜第２０号＞ 

夏休みが明け、10日ほどが経ちました。8月も終わろう

としていますが、まだまだ暑い日が続いています。 

熱中症予防対策として、昨年度よりもだいぶ遅い実施と

なりましたが、今年も休み明

け翌日から「スーパークール

ビズ」と称して、Tシャツ、ハーフパンツでの登下校及び授業参加をOKとしました。飲み

物の持参と併せて、ご家庭のご理解とご協力をお願いいたします。詳しくは、先週発行

した生徒指導部報をご確認ください。 

  さて、夏休み中も各部活動は練習に励んでいる姿が見られましたが、先週末から今

週にかけて、その成果を発揮する機会がありましたので、紹介いたします。 

  8月24日(土)、本校とふれあい体育館

を会場に「第２６回全県親善こけし杯バ

レーボール大会」が開催されました。夏休み中に行われた予選等を経て選ばれた12チームが全県から集まって

競い合う大会ですが、本校は昨年度より会場校として出場させていただいています。 

新チームになり、6名で活動しているバレーボール部ですが、一人一人が役割を果

たしながらよく頑張っています。9月中旬に行われる新人戦を前に、他地区のチームと

戦う機会をいただけたとともに、前半の予選リーグ終了後には交流試合も行うことが

でき、チームの力試しとしてもいい経験ができたと思います。 

【予選リーグ】 ●大曲西０－２美郷○ 

      ●大曲西０－２平鹿○ …惜しくも決勝トーナメント進出ならず 

8月29日(木)、田沢湖畔を会場に「第

54回大曲仙北中学校田沢湖一周駅伝

競走大会」、「第29回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会」が行われました。 

前号でもお知らせしたように、今年は7月の大雨がもたらした土砂崩れの影響によりコー

スの変更があり、男子は６区間１４．９㎞、女子は５区間１０．１㎞と、

例年よりも短い距離によるレースとなりました。本校の選手たちは

必死にたすきを繋ぎ、男子が２４チーム中１４位（５５分３５秒）、女

子が２１チーム中１６位（４３分５１秒）という成績を収めました。夏

休みから暑い中練習に励んできた成果が発揮され、大健闘の走

りだったと思います。選手の皆さん、お疲れ様でした。そして暑い中応援に駆けつけてくださっ

たご家族の皆様にも感謝申し上げます。 

男 子 

区間 氏名（学年） タイム 

１区 
（3.3㎞） 

Ｋ ． Ｆ さ ん （ ３ 年 ） 11分44秒 

２区 
（3.2㎞） 

Ｍ ． Ｙさん （ ３年 ） 13分08秒 

３区 
（1.5㎞） 

Ｋ ． Ｒ さ ん （ ３ 年 ） 5分40秒 

４区 
（2.0㎞） 

Ｋ ． Ｋ さ ん （ ３ 年 ） 6分55秒 

５区 
（2.5㎞） 

Ｋ ． Ｒ さ ん （ ２ 年 ） 9分27秒 

６区 
（2.4㎞） 

Ｋ ． Ｓ さ ん （ ３ 年 ） 8分41秒 

女 子 

区間 氏名（学年） タイム 

１区 
（1.7㎞） 

Ｏ ． Ｙさん （ ２年 ） 7分00秒 

２区 
（1.5㎞） 

Ｋ ． Ｃ さん （ ２年 ） 6分06秒 

３区 
（2.0㎞） 

Ｎ ． Ｙさん （ ２年 ） 7分42秒 

４区 
（2.5㎞） 

Ｎ ． Ｉ さ ん （ ３ 年 ） 12分19秒 

５区 
（2.4㎞） 

Ｋ ．Ｍさん （ ３年 ） 10分44秒 

「スーパークールビズ」で登校 

田沢湖をバックに記念撮影 

女子3区→4区のたすきリレー 

男子４区→５区のたすきリレー 



    8月27日(火)、秋田県教育庁南教育事務所の指導主事

をお迎えして、1年A組の道徳の研究授業と研究協議会を行

いました。 

  今回の授業は、友達とボール遊

びをしていて学校のガラスを割っ

てしまった主人公が、友達の立場

が悪くなることを考え、正直に事実を先生に伝えるかどうか悩みながら行動する姿を描

いた資料を基に、「自主、自律、自由と責任」について考えるものでした。個でじっくり考

えたり、その考えを伝え合ったりしながら、自身の良心に従って考え、自分の行為に対し

て責任を持つことの大切さについて考えを深めていたようでした。一人一人が自分の考えをタブレットやプリントに

記入したり、ペアや生活班で主体的に考えを伝え合う様子から、1年生の成長を感じることができました。 

授業参観後の研究協議会では、指導主事の先生から次のようなご感想やアドバイスをいただきました。 

・大変意欲的な挙手や発表の姿が見られたほか、「へそを向けて」などの聞く姿勢への

意識も見られた。今後も粘り強く指導してほしい。 

・アンケート結果をグラフにして掲示するなど、視覚化の工夫が見られた。 

・タブレットやプリントなど多様な入力方法、記録方法を保証することによって、「書く活

動」の充実が図られていた。 

・自分ならどう行動するか二択で考える場面があったが、「どちらでもない」や「迷う」と

いう考えも生かせるようなコーディネートができるとよい。 

今週から、教育実習生が本校で実習に励んでいます。 

実習しているのは、本校の卒業生でもあるＡ大学3年のＡ．Ｈさんです。2年A組に配属となったＡ．Ｈさんは、8月

28日(水)から9月18日(水)までの約3週間、数学の授業を中心に参観したり、実際に

授業を行ったりしながら学校の先生になるための経験を積んでいます。 

もちろん、授業以外の場面でも生徒たちと触れ合いながら実習に励んでいますが、生

徒たちも、歳の近い先輩が来てくれたことで、とても嬉しそうに見えます。互いに親しく接

しているようですので、Ａ．Ｈさんには、よい経験とともに、母校でよい思い出をつくってほ

しいと思います。 

 今年3回目のあさがお運動は、小雨の
パラつく中でしたが頑張りました。 

 上にも紹介した「荒川先生をお迎えする会」、「田沢湖駅伝壮行会」、「英語暗唱
弁論大会出場者紹介」と、大変盛りだくさんな内容の集会となりました。 

生活班で話合い活動 

先生方もグループで協議 

大曲西中 大川西根小 内小友小 

男子駅伝部員 

女子駅伝部員 

全校で駅伝部を応援 


